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mm のアサリ稚貝が約 2,000 個/㎡程度発生していること

が確認できた。資源量を試算すると，約 120 トンであっ

た。昨年度の発生状況と比較すると，稚貝の発生が 1 ヶ

月以上遅く，資源量も例年の約 1/4 程度であった。その

後は，9 月までは順調に成長していたが，10 月の台風 21

号の影響により，資源量が約 22 トンまで減少した。発生

量と時期については，湾内の他の母貝場の影響も考えら

れるが，河口域に発生した稚貝は，今年度も台風による

出水の影響により，減少したと推測された。 

２．アサリ稚貝の採取効率の検討 

吸引ポンプとジョレンにおける，稚貝の採取効率の概

要を表 1 に示した。吸引ポンプでは 1 日（約 4 時間）あ

たり，7 名で平均約 3.2 ㌧の稚貝を採取することができ

た。ジョレンによる採取では，1 日（約 2 時間），45 名

で約 1.68 ㌧の稚貝を採取することができた。1時間，1

人あたりの採取効率は，吸引ポンプとジョレンではそれ

ぞれ，115kg/人･時間，18.7 kg/人･時間であり，吸引ポ 

 

表 1．吸引ポンプとジョレンによる稚貝採取効率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンプのほうが，約 6.2 倍効率が良いことが分かった。 

３．稚貝の移殖時期と移殖方法の検討 

放流時期と底質条件の異なる 4 区画に放流した稚貝の

6 ヶ月後の生残率と殻長の変化を表 2 に示した。放流時

の平均殻長は，9 ㍉よりも 12㍉と大きい稚貝のほうが生

残率が高いことが確認できた。これは，より大きく成長

した稚貝のほうが，放流後の生残率が高いことを示して

いる。そのため，稚貝採取については，稚貝場の資源量

や成長を確認し，平均殻長が 10 ㍉を越えてから実施した

方が良いことを示している。また底質条件では，粒度の

大きい砕石覆砂を実施した方が成長生残率共に有意に良

いことが確認できた。肥満度については，双方で有意な

差が確認できなかった。底質の粒度が大きくなると波浪

等の影響による砂面変動が抑制され，海底表面が安定す

ることが知られており，これが原因で生残率が良好な結

果を得られたと推測された。 

 

 

表 2．各区画による放流効果 

 

 

 

放流時殻長 生残率（％） 平均殻長（㍉）
砕 石 な し
（殻長9㍉）

8.9㍉ 12.30% 19.2㍉

砕 石 な し
（殻長12㍉）

12.5㍉ 19.50% 19.6㍉

砕 石 あ り
（殻長9㍉）

9.1㍉ 21.30% 21.2㍉

砕 石 あ り
（殻長12㍉）

13.2㍉ 32.60% 23.1㍉

平均殻長（㍉） 総採取量（㌧） 実施時間（ｈ） 実施人数

1日目 8.82 3.04 4 7

2日目 8.59 1.82 4 7

3日目 8.81 4.83 4 7

平均 8.74 3.23 4 7

平均殻長（㍉） 総採取量（㌧） 実施時間（ｈ） 実施人数

1日目 8.82 1.89 2 48

2日目 8.59 1.71 2 45

3日目 8.81 1.45 2 42

平均 8.74 1.68 2 45

吸引ポンプ

ジョレン


